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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成30年10月11日(2018.10.11)

【公表番号】特表2017-532278(P2017-532278A)
【公表日】平成29年11月2日(2017.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-042
【出願番号】特願2017-513022(P2017-513022)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  25/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  32/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ   25/00     ＺＡＢ　
   Ｂ０１Ｊ   23/10     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   37/08     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   32/00     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   35/10     ３０１Ｆ
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月3日(2018.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸化ジルコニウム、酸化セリウム、並びに任意選択で、酸化セリウム及び任意選択でイ
ットリウム以外の１以上の他の希土類酸化物を含んでなる組成物であって、
　（ｉ）組成物は約０．７～約３．５ｃｃ／ｇ（約０．７～約３．５ｃｍ３／ｇ）及び約
０．６５～約３．２０ｃｃ／ｇ（約０．６５～約３．２０ｃｍ３／ｇ）で本質的に構成さ
れている群から選択される全細孔容積を有することと、
　（ｉｉ）組成物は、１０時間の摂氏１０００度での仮焼の後に、約０．５～約１．１の
Ｈ２消費量／ＣｅＯ２のモル比及び約０．５４～約０．９９のＨ２消費量／ＣｅＯ２のモ
ル比で本質的に構成されている群から選択される昇温還元による水素取込み量を有するこ
とと、
　（ｉｉｉ）組成物は、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００
度での仮焼の後に約１．０～約６．０ｍ２／ｇ、酸化性環境における１０時間又はそれ以
上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に約１．９～約５．２ｍ２／ｇ、酸化性環境にお
ける１０時間の期間の摂氏１１００度での仮焼の後に約２０ｍ２／ｇ～約３０ｍ２／ｇ、
酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１１００度での仮焼の後に約２４ｍ２／ｇ～約
２９ｍ２／ｇ、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０００度での仮焼の後に約４
５ｍ２／ｇ～約７０ｍ２／ｇ、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０００度の仮
焼の後に約５０ｍ２／ｇ～約６５ｍ２／ｇ、及びこれらの組み合わせで本質的に構成され
ている群から選択される１以上のＢＥＴ及び見かけ表面積を有することと
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のうち２以上が真である組成物。
【請求項２】
　（ｉ）及び（ｉｉ）が真である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　（ｉ）及び（ｉｉｉ）が真である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　（ｉｉ）及び（ｉｉｉ）が真である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　（ｉ）、（ｉｉ）及び（ｉｉｉ）が真である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　酸化ジルコニウムは組成物の約１～約９９重量％を構成し、酸化セリウムは組成物の約
１～約９９重量％を構成し、酸化セリウム又はイットリウム以外の１以上の他の希土類酸
化物は組成物の約０．１～約３０重量％を構成する、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　酸化ジルコニウム、酸化セリウム、並びに任意選択で、酸化セリウム及び任意選択でイ
ットリウム以外の１以上の他の希土類酸化物を含んでなる組成物であって、酸化ジルコニ
ウムは任意選択で組成物の約１～約９９重量％を構成し、酸化セリウムは任意選択で組成
物の約１～約９９重量％を構成し、酸化セリウム又はイットリウム以外の１以上の他の希
土類酸化物は任意選択で組成物の約０．１～約３０重量％を構成し、
　（ｉ）組成物は約０．７～約３．５ｃｃ／ｇ（約０．７～約３．５ｃｍ３／ｇ）及び約
０．６５～約３．２０ｃｃ／ｇ（約０．６５～約３．２０ｃｍ３／ｇ）で本質的に構成さ
れている群から選択される全細孔容積を有することと、
　（ｉｉ）組成物は、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０００度での仮焼の後
に、約２００～約１，５００μｍｏｌ／ｇ、より典型的には約２５０～約１，２００μｍ
ｏｌ／ｇで本質的に構成されている群から選択される昇温還元による水素取込み量を有す
ることと、
　（ｉｉｉ）組成物は、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００
度での仮焼の後に約１．０～約６．０ｍ２／ｇ、酸化性環境における１０時間又はそれ以
上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に約１．９～約５．２ｍ２／ｇ、酸化性環境にお
ける１０時間の期間の摂氏１１００度での仮焼の後に約２０ｍ２／ｇ～約３０ｍ２／ｇ、
酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１１００度での仮焼の後に約２４ｍ２／ｇ～約
２９ｍ２／ｇ、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０００度での仮焼の後に約４
５ｍ２／ｇ～約７０ｍ２／ｇ、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０００度の仮
焼の後に約５０ｍ２／ｇ～約６５ｍ２／ｇ、及びこれらの組み合わせ、で本質的に構成さ
れている群から選択される１以上のＢＥＴ及び見かけ表面積を有することと
のうち１以上が真である、組成物。
【請求項８】
　（ｉ）、（ｉｉ）及び（ｉｉｉ）が真である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　酸化ジルコニウム、酸化セリウム、並びに任意選択で、酸化セリウム及び任意選択でイ
ットリウム以外の１以上の他の希土類酸化物を含んでなる組成物であって、
　（ｉ）組成物は、約０．６５ｃｃ／ｇ（約０．６５ｃｍ３／ｇ）以上、約０．７１ｃｃ
／ｇ（約０．７１ｃｍ３／ｇ）以上、約０．８５ｃｃ／ｇ（約０．８５ｃｍ３／ｇ）以上
、約０．９９ｃｃ／ｇ（約０．９９ｃｍ３／ｇ）以上、約１．００ｃｃ／ｇ（約１．００
ｃｍ３／ｇ）以上、約１．０７ｃｃ／ｇ（約１．０７ｃｍ３／ｇ）以上、約１．１１ｃｃ
／ｇ（約１．１１ｃｍ３／ｇ）以上、約１．１７ｃｃ／ｇ（約１．１７ｃｍ３／ｇ）以上
、約１．３０ｃｃ／ｇ（約１．３０ｃｍ３／ｇ）以上、約１．３３ｃｃ／ｇ（約１．３３
ｃｍ３／ｇ）以上、約１．４０ｃｃ／ｇ（約１．４０ｃｍ３／ｇ）以上、約１．４３ｃｃ
／ｇ（約１．４３ｃｍ３／ｇ）以上、約１．４６ｃｃ／ｇ（約１．４６ｃｍ３／ｇ）以上
、約１．５８ｃｃ／ｇ（約１．５８ｃｍ３／ｇ）以上、約１．６７ｃｃ／ｇ（約１．６７
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ｃｍ３／ｇ）以上、約１．９６ｃｃ／ｇ（約１．９６ｃｍ３／ｇ）以上、約２．００ｃｃ
／ｇ（約２．００ｃｍ３／ｇ）以上、約２．２０ｃｃ／ｇ（約２．２０ｃｍ３／ｇ）以上
、約２．３３ｃｃ／ｇ（約２．３３ｃｍ３／ｇ）以上、約２．６０ｃｃ／ｇ（約２．６０
ｃｍ３／ｇ）以上、約３．００ｃｃ／ｇ（約３．００ｃｍ３／ｇ）以上、又は約３．２３
ｃｃ／ｇ（約３．２３ｃｍ３／ｇ）以上、で本質的に構成されている群から選択される全
細孔容積を有することと、
　（ｉｉ）組成物は、約２５０μｍｏｌ／ｇ以上、約２８７μｍｏｌ／ｇ以上、約６００
μｍｏｌ／ｇ以上、約６５４μｍｏｌ／ｇ以上、約９００μｍｏｌ／ｇ以上、約９５４μ
ｍｏｌ／ｇ以上、約９６６μｍｏｌ／ｇ以上、約９６７μｍｏｌ／ｇ以上、約１０００μ
ｍｏｌ／ｇ以上、約１００６μｍｏｌ／ｇ以上、約１０２２μｍｏｌ／ｇ以上、又は約１
１６３μｍｏｌ／ｇ以上、で本質的に構成されている群から選択される昇温還元による水
素取込み量を有することと、
　（ｉｉｉ）組成物は、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００
度での仮焼の後に約１．９ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期
間の摂氏１２００度での仮焼の後に約２．４ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間
又はそれ以上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に約２．９ｍ２／ｇ以上、酸化性環境
における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に約３．６ｍ２／ｇ
以上、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に
約３．９ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００
度での仮焼の後に約４．０ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期
間の摂氏１２００度での仮焼の後に約４．１ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間
又はそれ以上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に約４．５ｍ２／ｇ以上、酸化性環境
における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に約４．６ｍ２／ｇ
以上、酸化性環境における１０時間又はそれ以上の期間の摂氏１２００度での仮焼の後に
約５．３ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１１００度での仮焼の
後に約２４ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１１００度での仮焼
の後に約２６ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１１００度での仮
焼の後に約２７ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１１００度での
仮焼の後に約２８ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１１００度で
の仮焼の後に約２９ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０００度
での仮焼の後に約５０ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０００
度での仮焼の後に約５３ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１００
０度での仮焼の後に約５４ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１０
００度での仮焼の後に約５５ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏１
０００度での仮焼の後に約５８ｍ２／ｇ以上、酸化性環境における１０時間の期間の摂氏
１０００度での仮焼の後に約６０ｍ２／ｇ以上、及び酸化性環境における１０時間の期間
の摂氏１０００度での仮焼の後に約６３ｍ２／ｇ、で本質的に構成されている群から選択
される１以上のＢＥＴ及び見かけ表面積を有することと
のうち１以上が真である、組成物。
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